
(57)【要約】

【課題】　排ガス熱伝達体、特に排ガスクーラー（すな

わち、排ガス熱伝達体、特に排ガスによって貫流される

通路を有する、自動車内の排ガス還流（ＡＧＲ）のため

の排ガスクーラー）を、排ガス通路内の煤堆積が回避さ

れ、あるいはずっと減少されるように改良する。

【解決手段】　自動車内の排ガス還流（ＡＧＲ）のため

の排ガスクーラー（１）において、排ガス熱伝達体、特

に排ガスによって貫流可能で、冷却剤がその回りを流れ

ることのできる管（２）を設ける。その管がその管端部

を管底（５）内に保持され、かつ冷却剤を案内するハウ

ジング（３）によって包囲されている。前記ハウジング

の排ガス側に流入短管（４）が接続されている。

　排ガス熱伝達体（１）に、あるいはその前に、触媒（

８、１０、１５、１６）、特に酸化触媒あるいはディー

ゼル酸化触媒が接続されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 排 ガ ス 熱 伝 達 体 、 特 に 排 ガ ス に よ っ て 貫 流 さ れ る 通 路 を 有 す る 、 自 動 車 内 の 排 ガ ス 還 流
（ Ａ Ｇ Ｒ ） の た め の 排 ガ ス ク ー ラ ー （ １ ） に お い て 、
　 排 ガ ス 熱 伝 達 体 （ １ ） に 、 あ る い は そ の 前 に 、 触 媒 （ ８ 、 １ ０ 、 １ ５ 、 １ ６ ） 、 特 に 酸
化 触 媒 ま た は デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒 が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 排 ガ ス 熱 伝 達 体 、 特 に 排 ガ ス に よ っ て 貫 流 可 能 で 、 冷 却 剤 が そ の 回 り を 流 れ る こ と の で
き る 管 （ ２ ） を 有 し 、 前 記 管 が そ の 管 端 部 を 管 底 （ ５ ） 内 に 保 持 さ れ 、 か つ 冷 却 剤 を 案 内
す る ハ ウ ジ ン グ （ ３ ） に よ っ て 包 囲 さ れ て お り 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 排 ガ ス 側 に 流 入 短 管 （
４ ） が 接 続 さ れ て い る 、 自 動 車 内 の 排 ガ ス 還 流 （ Ａ Ｇ Ｒ ） の た め の 排 ガ ス ク ー ラ ー （ １ ）
に お い て 、
　 排 ガ ス 熱 伝 達 体 （ １ ） に 、 あ る い は そ の 前 に 、 触 媒 （ ８ 、 １ ０ 、 １ ５ 、 １ ６ ） 、 特 に 酸
化 触 媒 あ る い は デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒 が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 触 媒 （ ８ ） が 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 （ １ ） と 接 続 さ れ た 、 以 下 で Ａ Ｇ Ｒ 導 管 （ ７ ） と 称 す る
、 排 ガ ス 還 流 導 管 内 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 排 ガ ス
熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 Ａ Ｇ Ｒ 導 管 （ ７ ） が 、 触 媒 （ ８ ） の 下 流 に お い て 、 管 接 続 、 特 に フ ラ ン ジ （ ６ ） を 介 し
て 排 ガ ス 熱 伝 達 体 （ １ ） と 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 排 ガ ス 熱 伝
達 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 触 媒 （ １ ０ 、 １ ５ ） が 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 （ １ ） 内 に 統 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 触 媒 （ １ ０ ） が 、 流 入 短 管 （ ４ ） の す ぐ 前 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
に 記 載 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 触 媒 （ １ ０ ） が 、 管 片 （ ９ ） 内 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 管 片 が 管 接 続 、 特 に Ａ Ｇ Ｒ 導 管
（ １ ２ ） に 接 続 す る た め の フ ラ ン ジ （ １ １ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記
載 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 触 媒 （ １ ５ ） が 、 流 入 短 管 （ ４ ） 内 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載
の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 流 入 短 管 が 、 デ ィ フ ュ ー ザ （ ４ ） と し て 形 成 さ れ て お り 、 か つ 触 媒 （ １ ５ ） が デ ィ フ ュ
ー ザ 断 面 を 充 填 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 通 路 な い し 管 （ １ ６ ） が 、 排 ガ ス 側 に お い て 触 媒 物 質 に よ っ て コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 排 ガ ス の 流 れ 方 向 に お い て 排 ガ ス 熱 伝 達 体 （ １ ） の 前 の Ａ Ｇ Ｒ 導 管 が 、 触 媒 物 質 あ る い
は 構 造 で コ ー テ ィ ン グ さ れ 、 あ る い は 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 排
ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 触 媒 の 前 段 に お い て 、 Ａ Ｇ Ｒ 導 管 内 に 旋 回 発 生 器 が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ １ に 記 載 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 内 燃 機 関 （ ２ １ ） 、 特 に デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ （ ２ ５ ） と 過 給 空 気 ク
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ー ラ ー （ ２ ６ ） を 備 え た 吸 気 導 管 （ ２ ２ ） 、 排 ガ ス タ ー ビ ン （ ２ ４ ） を 備 え た 排 ガ ス 導 管
（ ２ ３ ） お よ び 吸 気 導 管 （ ２ ２ ） と 排 ガ ス 導 管 （ ２ ３ ） に 接 続 可 能 な 、 請 求 項 ２ か ら １ ２
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 （ ３ ０ ） を 備 え た Ａ Ｇ Ｒ 導 管 （ ２ ８ ） を 有 す る 、
排 ガ ス 還 流 シ ス テ ム に お い て 、
　 Ａ Ｇ Ｒ 導 管 （ ２ ８ ） が 、 排 ガ ス 流 れ 方 向 に お い て 排 ガ ス タ ー ビ ン （ ２ ４ ） の 前 で 排 ガ ス
導 管 （ ２ ３ 、 ２ ７ ） に 接 続 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 還 流 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 内 燃 機 関 （ ２ １ ） 、 特 に デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ （ ２ ５ ） と 過 給 空 気 ク
ー ラ ー （ ２ ６ ） を 備 え た 吸 気 導 管 （ ２ ２ ） 、 排 ガ ス タ ー ビ ン （ ２ ４ ） を 備 え た 排 ガ ス 導 管
（ ２ ３ ） お よ び 吸 気 導 管 （ ２ ２ ） と 排 ガ ス 導 管 （ ２ ３ ） に 接 続 可 能 な 、 請 求 項 ２ か ら １ ２
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 （ ３ ０ ） を 備 え た Ａ Ｇ Ｒ 導 管 （ ２ ８ ） を 有 す る 、
排 ガ ス 還 流 シ ス テ ム に お い て 、
　 Ａ Ｇ Ｒ 導 管 （ ２ ８ ） が 排 ガ ス 流 れ 方 向 に お い て 排 ガ ス タ ー ビ ン （ ２ ４ ） の 後 方 で 排 ガ ス
導 管 （ ２ ３ 、 ３ ３ ） に 接 続 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 還 流 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 、 特 に 自 動 車 内 の 排 ガ ス 還 流 用 の 排 ガ ス ク ー ラ ー （ す な わ ち
、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 、 特 に 排 ガ ス に よ っ て 貫 流 さ れ る 通 路 を 有 す る 、 自 動 車 内 の 排 ガ ス 還 流
（ Ａ Ｇ Ｒ ） の た め の 排 ガ ス ク ー ラ ー ） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 排 ガ ス ク ー ラ ー は 、 一 方 で は 冷 却 剤 を 暖 め る た め 、 そ し て 他 方 で は 排 ガ ス を 冷 却 す る た
め 、 す な わ ち 自 動 車 内 の 排 ガ ス 還 流 の 際 の 排 ガ ス ク ー ラ ー と し て 用 い ら れ る 。 Ａ Ｇ Ｒ と 略
称 す る 、 排 ガ ス 還 流 は 、 － 知 ら れ て い る よ う に － 消 費 の 減 少 と 放 出 の 削 減 の た め に 用 い ら
れ る 。 排 ガ ス 還 流 シ ス テ ム は 、 従 来 技 術 （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） か ら 知 ら れ て い
る 。 こ の 種 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 、 特 に 排 ガ ス ク ー ラ ー に お け る 問 題 は 、 排 ガ ス ク ー ラ ー の 排
ガ ス 通 路 内 に デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス の 煤 が 堆 積 す る こ と で あ る 。 従 っ て 本 出 願 人 に よ っ て 、 ２
つ の 従 来 技 術 （ 特 許 文 献 ２ と 特 許 文 献 ３ を 参 照 ） に お い て 、 排 ガ ス ク ー ラ ー の た め に 、 排
ガ ス 管 内 に 、 排 ガ ス 流 内 の 煤 堆 積 を 阻 止 す る 、 旋 回 装 置 を 配 置 す る こ と が 提 案 さ れ て い る
。 そ の た め に 、 排 ガ ス 通 路 の 内 側 に 、 Ｖ 字 状 に 配 置 さ れ た フ ラ ッ プ な い し 隆 起 部 、 い わ ゆ
る 小 ウ ィ ン グ が 配 置 さ れ て お り 、 そ れ が 排 ガ ス 流 内 に 特 殊 な 旋 回 を 発 生 さ せ る 。 そ の 代 わ
り に 、 リ ブ を 使 用 す る こ と も で き る 。 こ れ ら の 措 置 は 、 も ち ろ ん 、 該 当 す る 排 ガ ス 熱 伝 達
体 の パ ワ ー 減 少 を も た ら す 、 煤 堆 積 を 阻 止 す る の に 必 ず し も 常 に 十 分 で は な く 、 結 果 と し
て 排 ガ ス ク ー ラ ー を よ り 大 型 に 寸 法 決 め し な け れ ば な ら な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 特 許 公 報 Ｄ Ｅ － Ｃ １ ９ ９ ０ ６ ４ ０ １
【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 公 開 公 報 Ｅ Ｐ － Ａ ６ ７ ７ ７ １ ５
【 特 許 文 献 ３ 】 ド イ ツ 公 開 公 報 Ｄ Ｅ － Ａ １ ９ ５ ４ ０ ６ ８ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 で 挙 げ た 種 類 の 排 ガ ス 熱 伝 達 体 、 特 に 排 ガ ス ク ー ラ ー （ す な わ ち
、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 、 特 に 排 ガ ス に よ っ て 貫 流 さ れ る 通 路 を 有 す る 、 自 動 車 内 の 排 ガ ス 還 流
（ Ａ Ｇ Ｒ ） の た め の 排 ガ ス ク ー ラ ー ） を 、 排 ガ ス 通 路 内 の 煤 堆 積 が 回 避 さ れ 、 あ る い は ず
っ と 減 少 さ れ る よ う に 改 良 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 課 題 は 、 請 求 項 １ お よ び ２ の 特 徴 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 に 、 あ る い は そ の 前 に 、 酸 化 触 媒 、 特 に デ ィ ー ゼ ル 酸
化 触 媒 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 は 任 意 の 排 ガ ス 通 路 、 た と え ば デ ィ ス ク を 有
し て お り 、 請 求 項 ２ に 示 す 排 ガ ス 熱 伝 達 体 は 、 排 ガ ス 管 を 備 え た 管 束 を 有 し て い る 。 排 ガ
ス 熱 伝 達 体 は 、 排 ガ ス フ ラ ッ プ を 備 え た バ イ パ ス 通 路 を 有 す る こ と も で き る 。 本 出 願 人 は
、 排 ガ ス ク ー ラ ー 内 の 煤 堆 積 が 、 排 ガ ス 内 の 炭 化 水 素 含 有 量 と 相 関 関 係 に あ る こ と を 、 確
認 し た 。 特 に 出 願 人 は 、 排 ガ ス 内 に 含 ま れ る 炭 化 水 素 が 冷 却 剤 に よ っ て 冷 却 さ れ た 排 ガ ス
通 路 な い し 排 ガ ス 管 の 内 壁 に 凝 縮 し て 、 煤 粒 子 が 内 壁 と 接 着 さ れ る こ と を 確 認 す る こ と が
で き た 。 デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒 を 排 ガ ス ク ー ラ ー 内 に 、 あ る い は そ の 前 に 接 続 す る こ と に よ
っ て 、 炭 化 水 素 は デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス 内 に 豊 富 に 含 ま れ る 酸 素 に 基 づ い て に 酸 化 さ れ て 二 酸
化 炭 素 と 水 に な る 。 従 っ て 炭 化 水 素 凝 縮 物 に よ っ て も た ら さ れ る 、 好 ま し く な い 「 接 着 物
質 」 が 、 上 述 し た 方 法 で 除 去 さ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 排 ガ ス 通 路 の 内 壁 に は わ ず か な 煤 し
か 堆 積 し て 付 着 し つ づ け な い 、 と い う 利 点 が 得 ら れ る 。 従 っ て 排 ガ ス 通 路 な い し 排 ガ ス 管
の 熱 伝 導 と 透 熱 が 改 良 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｄ Ｏ Ｃ の 略 称 で 知 ら れ る 、 デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒 は 、 自 動 車 に お い て は 排 ガ ス 路 内 で 知 ら
れ て い る 。 こ の 種 の 触 媒 は 、 多 数 の 細 い 排 ガ ス 通 路 を 備 え た 金 属 ま た は セ ラ ミ ッ ク の 蜂 の
巣 体 を 有 し て お り 、 そ れ ら の 排 ガ ス 通 路 が 触 媒 物 質 、 た と え ば 白 金 の よ う な 貴 金 属 で コ ー
テ ィ ン グ さ れ て い る 。 触 媒 の 存 在 内 で 、 排 ガ ス 内 の 酸 素 が 過 剰 な 場 合 に 炭 化 水 素 が 酸 化 さ
れ て 二 酸 化 炭 素 と 水 に な る 。 た と え ば 特 殊 鋼 の マ ト リ ク ス を 有 す る 、 こ の 種 の 触 媒 の 構 造
は 、 本 出 願 人 の 公 報 、 Ｄ Ｅ － Ａ ２ ９ ２ ４ ５ ９ ２ と Ｄ Ｅ － Ａ ３ ５ ４ ３ ０ １ １ に 記 載 さ れ て い
る 。 金 属 支 持 体 は 、 た と え ば 滑 ら か な 、 波 形 に さ れ て 巻 き 取 ら れ た バ ン ド か ら な り 、 そ の
バ ン ド が 巻 取 り 後 に 半 田 付 け さ れ 、 な い し は 溶 接 さ れ る 。 次 に 、 こ の 蜂 の 巣 体 が 、 知 ら れ
た 方 法 で 、 触 媒 物 質 で コ ー テ ィ ン グ さ れ る 。 出 願 人 は 、 こ の 技 術 を 自 己 の も の と し 、 デ ィ
ー ゼ ル 酸 化 触 媒 を 排 ガ ス 路 か ら 「 排 ガ ス 還 流 」 内 へ 「 移 植 」 し て 、 排 ガ ス ク ー ラ ー と 組 み
合 わ せ － そ れ に よ っ て 驚 く ほ ど ポ ジ テ ィ ブ な 成 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 形 態 に お い て 、 酸 化 触 媒 は 排 ガ ス 還 流 導 管 （ Ａ Ｇ Ｒ 導 管 ） 内 に 配 置 さ
れ て お り 、 そ の 排 ガ ス 還 流 導 管 が 排 ガ ス 熱 伝 達 体 と 、 好 ま し く は フ ラ ン ジ を 介 し て 接 続 さ
れ て お り － Ｖ シ ェ ル 、 ス ラ イ ド シ ー ト の よ う な 他 の 接 続 ま た は 従 来 技 術 か ら 知 ら れ た 管 接
続 も 可 能 で あ る 。 従 っ て 酸 化 触 媒 は 、 別 体 の 構 成 部 分 と し て 形 成 さ れ て 、 Ａ Ｇ Ｒ 導 管 内 の
排 ガ ス 熱 伝 達 体 の 上 流 の 適 当 な 箇 所 に 使 用 さ れ 、 た と え ば 溶 接 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 形 態 に よ れ ば 、 酸 化 触 媒 は 排 ガ ス 熱 伝 達 体 内 に 統 合 さ れ て お り 、
す な わ ち 排 ガ ス 熱 伝 達 体 の 一 部 で あ る 。 そ れ に よ っ て こ の 統 合 さ れ た 構 成 ユ ニ ッ ト を 予 め
形 成 し て 、 Ａ Ｇ Ｒ 導 管 内 に 挿 入 す る こ と が で き 、 そ れ が 取 付 け を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 形 態 に お い て 、 酸 化 触 媒 は 流 入 短 管 の す ぐ 前 に 、 特 に 管 片 内 に 配
置 さ れ 、 そ の 管 片 が フ ラ ン ジ を 介 し て Ａ Ｇ Ｒ 導 管 と 接 続 さ れ て お り － こ こ で も 上 述 し た よ
う な 他 の 接 続 も 可 能 で あ る 。 従 っ て 排 ガ ス 熱 伝 達 体 の 流 入 短 管 は 、 単 に 、 酸 化 触 媒 を 収 容
す る 管 片 の 分 だ け 延 長 さ れ る 。 こ れ が 、 簡 単 な 構 造 を も た ら す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 形 態 に お い て は 、 酸 化 触 媒 が 流 入 端 管 の 内 部 に 配 置 さ れ て お り 、
そ の 場 合 に こ の 流 入 短 管 が 好 ま し く は デ ィ フ ュ ー ザ と し て 形 成 さ れ て い る 。 酸 化 触 媒 は デ
ィ フ ュ ー ザ の 断 面 お よ び 体 積 の 大 き な 部 分 を 充 填 し 、 そ れ に よ っ て 組 み 立 て 長 さ が 極 め て
短 い と い う 利 点 が 得 ら れ る 。 と い う の は 、 酸 化 触 媒 は 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 の す で に あ る 空 間
内 に 挿 入 さ れ る か ら で あ る 。 酸 化 触 媒 の 貫 流 通 路 も 、 同 様 に デ ィ フ ュ ー ザ 状 に 拡 幅 す る こ
と が で き 、 そ れ に よ っ て 排 ガ ス の た め の デ ィ フ ュ ー ザ の 機 能 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 形 態 に よ れ ば 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 の 通 路 の 排 ガ ス 側 が 触 媒 物 質 で コ
ー テ ィ ン グ さ れ て お り 、 す な わ ち そ れ に よ っ て 酸 化 触 媒 が 排 ガ ス 熱 伝 達 体 の 管 束 内 へ 統 合
さ れ る 。 こ れ が 、 本 発 明 に 基 づ く 組 み 合 わ せ の 最 も コ ン パ ク ト な 構 造 を 表 す 。 と い う の は
、 金 属 ま た は セ ラ ミ ッ ク の 蜂 の 巣 体 の 形 式 の 付 加 的 な 触 媒 支 持 体 を 必 要 と し な い か ら で あ
る 。 従 っ て 排 ガ ス 側 の 圧 力 降 下 が 小 さ く な る 、 他 の 利 点 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 形 態 に よ れ ば 、 排 ガ ス 導 管 、 あ る い は 排 ガ ス 導 管 の 、 排 ガ ス 流 を 供 給
さ れ る 部 分 の 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 の 上 流 側 が 、 触 媒 物 質 で コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る － そ れ に
よ っ て す で に 酸 化 触 媒 の 利 点 が 得 ら れ る 。 そ の 場 合 に 旋 回 発 生 器 が 効 果 的 で あ っ て 、 そ れ
が 排 ガ ス 流 内 の 粒 子 と 滴 を 排 ガ ス 導 管 の 触 媒 コ ー テ ィ ン グ さ れ た 壁 へ 移 送 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 形 態 に よ れ ば 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 が Ａ Ｇ Ｒ 導 管 内 に 配 置 さ れ て お り
、 そ の Ａ Ｇ Ｒ 導 管 は 排 ガ ス タ ー ビ ン の 前 ま た は 後 ろ で エ ン ジ ン の 排 ガ ス 導 管 に 接 続 さ れ て
い る 。 従 っ て 排 ガ ス 熱 伝 達 体 へ 流 入 す る 際 に 、 異 な る 排 ガ ス 温 度 が 生 じ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 示 し 、 以 下 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 ほ ぼ 半 分 に し た 排 ガ ス ク ー ラ ー １ を 示 し て お り 、 排 ガ ス ク ー ラ ー は 排 ガ ス 管 ２
の 束 と ハ ウ ジ ン グ ３ と を 有 し て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ に 流 入 短 管 ４ が 接 続 さ れ て お り 、 そ れ
が デ ィ フ ュ ー ザ と し て 形 成 さ れ て い る 。 管 ２ は 、 概 略 的 に の み 示 す 管 底 ５ 内 へ 連 通 し て お
り 、 そ の 管 底 が ハ ウ ジ ン グ ３ と 溶 接 さ れ て い る 。 排 ガ ス ク ー ラ ー １ の 図 示 さ れ て い な い 半
分 は 、 図 面 に 示 す 半 分 と ほ ぼ 対 称 で あ る 。 デ ィ フ ュ ー ザ ４ に フ ラ ン ジ ６ が 固 定 さ れ て お り
、 そ の フ ラ ン ジ が 排 ガ ス ク ー ラ ー １ を 、 以 下 で Ａ Ｇ Ｒ 導 管 と 称 す る 排 ガ ス 還 流 導 管 ７ と 接
続 す る 。 排 ガ ス ク ー ラ ー １ は 、 矢 印 Ｐ の 方 向 に 排 ガ ス に よ っ て 貫 流 さ れ 、 そ の 場 合 に Ａ Ｇ
Ｒ 導 管 ７ は 、 自 動 車 の 図 示 さ れ て い な い 内 燃 機 関 の そ れ 自 体 既 知 の Ａ Ｇ Ｒ シ ス テ ム （ 図 ５
を 参 照 ） の 一 部 で あ る 。 排 ガ ス 管 ２ は 、 冷 却 剤 に よ っ て 冷 却 さ れ 、 そ の 冷 却 剤 は ハ ウ ジ ン
グ ３ を 貫 流 し 、 か つ 内 燃 機 関 の 図 示 さ れ て い な い 冷 却 剤 循 環 か ら 取 り 出 さ れ る 。 流 れ 方 向
に お い て フ ラ ン ジ ６ の 上 方 に 、 デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒 ８ が 配 置 さ れ て お り 、 そ れ が 排 ガ ス に
よ っ て 矢 印 Ｐ の 方 向 に 貫 流 さ れ る 。 以 下 で 触 媒 と 称 す る 、 デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒 ８ は 、 － 従
来 技 術 か ら 知 ら れ て い る よ う に － 触 媒 物 質 で コ ー テ ィ ン グ さ れ た 蜂 の 巣 体 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ａ Ｇ Ｒ シ ス テ ム （ 図 ５ を 参 照 ） 内 の 触 媒 ８ と 結 び つ い た 排 ガ ス ク ー ラ ー １ の 機 能 は 、 次
の ご と く で あ る ： 図 示 さ れ て い な い 内 燃 機 関 の 排 ガ ス 通 路 か ら 分 岐 さ れ た 排 ガ ス が 、 矢 印
Ｐ 方 向 に Ａ Ｇ Ｒ 導 管 ７ を 通 っ て 触 媒 ８ 内 へ 流 入 す る 。 内 燃 機 関 は デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン で あ
っ て 、 す な わ ち デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス は 、 特 に 炭 化 水 素 （ Ｈ Ｃ ） と 酸 素 と を 有 し て い る 。 触 媒
８ を 貫 流 す る 際 に 、 排 ガ ス が 触 媒 物 質 、 た と え ば 白 金 の よ う な 貴 金 属 と 接 触 し 、 そ れ が 結
果 と し て 特 に 酸 素 に よ る 炭 化 水 素 の 酸 化 を も た ら す 。 酸 化 か ら 、 二 酸 化 炭 素 （ Ｃ Ｏ ２ ） と
水 （ Ｈ ２ Ｏ ） が 生 じ る 。 従 っ て 次 に デ ィ フ ュ ー ザ ４ と 排 ガ ス 管 ２ 内 へ 流 入 す る 排 ガ ス は 、
著 し く 少 な い 割 合 の 炭 化 水 素 を 含 ん で お り 、 そ れ は 冷 却 剤 に よ っ て 冷 却 さ れ る こ と に よ り
排 ガ ス 管 の 内 壁 に お い て 凝 縮 す る 傾 向 を 有 し て い る 。 排 ガ ス は 、 さ ら に 、 煤 粒 子 を 含 ん で
お り 、 そ れ は 排 ガ ス 管 の 内 壁 に 堆 積 す る 傾 向 を 有 し て お り － プ ロ セ ス は 炭 化 水 素 凝 縮 物 の
存 在 に よ っ て さ ら に 強 化 さ れ る 。 排 ガ ス 内 の 炭 化 水 素 割 合 の 減 少 に 基 づ い て 、 こ の 強 化 さ
れ た 、 煤 堆 積 を も た ら す 傾 向 が 阻 止 さ れ る 。 と い う の は 、 炭 化 水 素 凝 縮 物 は 形 成 さ れ ず 、
あ る い は 極 め て わ ず か し か 形 成 さ れ な い か ら で あ る 。 従 っ て 排 ガ ス ク ー ラ ー １ は 、 排 ガ ス
側 に お い て ず っ と き れ い に 、 従 っ て よ り 高 い パ ワ ー と 寿 命 で 働 く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 、 特 に 排 ガ ス 管 ２ 、 ハ ウ ジ ン グ ３ お よ び デ ィ フ ュ ー ザ ４ を
有 す る 排 ガ ス ク ー ラ ー １ （ 以 下 に お い て は 、 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 参 照 符 号 が 使 用 さ れ る
） を 示 し て い る 。 デ ィ フ ュ ー ザ ４ の 最 も 狭 い 箇 所 に 、 管 片 ９ が 接 続 さ れ て お り 、 そ れ が 、
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以 下 に お い て は 触 媒 と 称 す る 、 デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒 １ ０ を 収 容 し て い る 。 排 ガ ス ク ー ラ ー
１ の 管 片 ９ は 、 フ ラ ン ジ １ １ を 介 し て Ａ Ｇ Ｒ 導 管 １ ２ と 接 続 さ れ て お り 、 そ れ が 矢 印 Ｐ 方
向 に 排 ガ ス に よ っ て 貫 流 さ れ る 。 触 媒 １ ０ は 、 図 １ の 実 施 例 に 基 づ く 触 媒 ８ と 同 様 に 作 用
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 、 排 ガ ス 管 ２ と ハ ウ ジ ン グ ３ お よ び デ ィ フ ュ ー ザ ４ を 有 す る 排 ガ ス ク ー ラ ー １ の
形 式 の 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 を 示 し て い る 。 デ ィ フ ュ ー ザ ４ は 、 そ の 最 も 狭 い 側 に お い
て 直 接 フ ラ ン ジ １ ３ を 介 し て Ａ Ｇ Ｒ 導 管 １ ４ と 接 続 さ れ て お り 、 そ れ が 還 流 さ れ る 排 ガ ス
に よ っ て 矢 印 Ｐ の 方 向 に 貫 流 さ れ る 。 デ ィ フ ュ ー ザ ４ の 、 す な わ ち 流 れ 方 向 に だ ん だ ん と
断 面 が 拡 幅 す る 流 入 短 管 の 内 部 に 、 デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒 １ ５ が 配 置 さ れ て お り 、 そ れ が デ
ィ フ ュ ー ザ ４ の 断 面 全 体 を 充 填 し て い る 。 従 っ て 排 ガ ス 内 に 含 ま れ る 炭 化 水 素 は 、 デ ィ フ
ュ ー ザ ４ 内 の 触 媒 １ ５ を 貫 流 す る 際 に 酸 化 さ れ る の で 、 炭 化 水 素 の 少 な い 排 ガ ス が 排 ガ ス
管 ２ 内 へ 達 し て 、 煤 堆 積 に 対 抗 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 、 排 ガ ス ク ー ラ ー １ 、 ハ ウ ジ ン グ ３ 、 デ ィ フ ュ ー ザ ４ お よ び 排 ガ ス 導 管 １ ８ と 接
続 す る た め の フ ラ ン ジ １ ７ を 有 す る 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 そ の 排 ガ ス
導 管 は 還 流 さ れ る 排 ガ ス に よ っ て 矢 印 Ｐ の 方 向 に 貫 流 さ れ る 。 概 略 的 に の み 示 す 、 排 ガ ス
ク ー ラ ー １ の 排 ガ ス 管 １ ６ は 、 触 媒 物 質 で コ ー テ ィ ン グ さ れ て お り 、 そ の 触 媒 物 質 は 、 通
常 デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒 ８ 、 ９ 、 １ ５ を コ ー テ ィ ン グ す る 触 媒 物 質 、 す な わ ち 白 金 の よ う な
貴 金 属 に 相 当 す る 。 従 っ て 排 ガ ス は 、 コ ー テ ィ ン グ さ れ た 排 ガ ス 管 １ ６ 内 へ 直 接 流 入 し て
、 そ こ で 上 述 し た 触 媒 反 応 、 す な わ ち 炭 化 水 素 の 酸 化 が 行 わ れ る 。 排 ガ ス ク ー ラ ー 内 、 あ
る い は Ａ Ｇ Ｒ 導 管 内 へ の 触 媒 の 組 込 み （ そ れ に よ っ て 生 じ る 排 ガ ス の た め の 圧 力 損 失 と 結
び つ く ） は 、 こ こ で は 省 か れ て い る 。 従 っ て こ こ で は 、 上 述 し た 実 施 例 に お け る よ う な 、
い わ ゆ る 蜂 の 巣 体 は 、 省 く こ と が で き 、 従 っ て 蜂 の 巣 体 に 伴 う 問 題 も 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 面 に は 図 示 さ れ て い な い 他 の 変 形 例 に よ れ ば 、 Ａ Ｇ Ｒ 導 管 と Ａ Ｇ Ｒ 導 管 の 排 ガ ス を 供
給 さ れ る 部 分 が 触 媒 物 質 で コ ー テ ィ ン グ さ れ て お り 、 そ の 場 合 に 粒 子 と 滴 を 触 媒 コ ー テ ィ
ン グ さ れ た 壁 へ 移 送 す る た め の 旋 回 体 も 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン ２ １ を 有 す る 排 ガ ス 還 流 シ ス テ ム ２ ０ を 概 略 的 に 示 し て お
り 、 そ の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に 吸 気 導 管 ２ ２ と 排 ガ ス 導 管 ２ ３ が 対 応 づ け ら れ て い る 。 吸
気 導 管 ２ ２ 内 に は 、 排 ガ ス タ ー ビ ン ２ ４ に よ っ て 駆 動 さ れ る タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ２ ５ が 配 置
さ れ て お り 、 そ れ が 吸 込 み 空 気 を 圧 縮 し て 過 給 空 気 ク ー ラ ー ２ ６ へ 供 給 す る 。 排 ガ ス タ ー
ビ ン ２ ４ は 、 排 ガ ス 導 管 ２ ３ 内 に 配 置 さ れ て お り 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン ２ １ の 排 ガ ス を 供
給 さ れ る 。 排 ガ ス 還 流 弁 ２ ９ と 排 ガ ス 熱 伝 達 体 ３ ０ と を 有 す る 排 ガ ス 還 流 導 管 ２ ８ が 、 分
岐 点 ２ ７ に お い て 排 ガ ス 導 管 ２ ３ に 、 そ し て 接 続 点 ３ １ に お い て 吸 気 導 管 ２ ２ に 接 続 さ れ
て い る 。 従 っ て 排 ガ ス は 、 冷 却 さ れ て 還 流 さ れ る 。 従 っ て 分 岐 点 ２ ７ に お け る 排 ガ ス の 取
出 し は 、 排 ガ ス タ ー ビ ン ２ ４ の 前 で 行 わ れ る 。 破 線 の 排 ガ ス 還 流 導 管 ３ ２ で 示 さ れ る － 代
替 案 に よ れ ば 、 分 岐 点 ３ ３ 内 で 排 ガ ス は 排 ガ ス タ ー ビ ン ２ ４ の 後 方 で 取 り 出 さ れ る 。 排 ガ
ス 熱 伝 達 体 ３ ０ は 、 上 述 し た 本 発 明 に 基 づ く 、 酸 化 触 媒 （ こ こ に は 図 示 さ れ て い な い ） を
有 す る 排 ガ ス 熱 伝 達 体 に 相 当 す る 。 そ の 他 に お い て 、 排 ガ ス 熱 伝 達 体 ３ ０ は 、 た と え ば 本
出 願 人 の Ｄ Ｅ １ ０ ２ ０ ３ ０ ０ ３ Ａ １ に 基 づ く 、 バ イ パ ス 通 路 と 排 ガ ス バ イ パ ス 弁 と を 備 え
た 排 ガ ス 熱 伝 達 体 と し て 形 成 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 Ａ Ｇ Ｒ 導 管 内 に 触 媒 を 有 す る 第 １ の 実 施 例 を 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 流 入 短 管 の 前 に 触 媒 を 有 す る 第 ２ の 実 施 例 を 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 流 入 短 管 の 中 に 触 媒 を 有 す る 第 ３ の 実 施 例 を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 触 媒 コ ー テ ィ ン グ さ れ た 排 ガ ス 管 を 有 す る 第 ４ の 実 施 例 を 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 排 ガ ス 還 流 シ ス テ ム を 、 概 略 的 に 表 示 し て い る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 排 ガ ス ク ー ラ ー
　 ２ 　 排 ガ ス 管
　 ３ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ４ 　 流 入 短 管
　 ５ 　 管 底
　 ６ 　 フ ラ ン ジ
　 ７ 　 排 ガ ス 還 流 導 管
　 ８ 　 触 媒
　 ９ 　 管 片
　 １ ０ 　 デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒
　 １ １ 　 フ ラ ン ジ
　 １ ２ 　 Ａ Ｇ Ｒ 導 管
　 １ ３ 　 フ ラ ン ジ
　 １ ４ 　 Ａ Ｇ Ｒ 導 管
　 １ ５ 　 デ ィ ー ゼ ル 酸 化 触 媒
　 １ ６ 　 排 ガ ス 管
　 １ ７ 　 フ ラ ン ジ
　 １ ８ 　 排 ガ ス 導 管
　 ２ ０ 　 排 ガ ス 還 流 シ ス テ ム
　 ２ １ 　 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン
　 ２ ３ 　 排 ガ ス 導 管
　 ２ ４ 　 排 ガ ス タ ー ビ ン
　 ２ ５ 　 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ
　 ２ ６ 　 過 給 空 気 ク ー ラ ー
　 ２ ８ 　 排 ガ ス 還 流 導 管
　 ２ ９ 　 排 ガ ス 還 流 弁
　 ３ １ 　 接 続 点
　 ３ ２ 　 排 ガ ス 還 流 導 管
　 ３ ３ 　 分 岐 点
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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